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１  都市基盤整備の取組について  

(1) 持続可能な都市づくりへの誘導と都市計画制度の活用  

ア  かながわ都市マスタープランの推進  

(ｱ) 概要  

本県では、土地利用、社会資本整備、市街地整備を

総合的かつ計画的に推進するため、概ね 20 年後を展

望した「神奈川の県土・都市像」を都市づくりの分野

か ら 描 き 、 そ の 実 現 に 向 け て 広 域 的 な 都 市 づ く り の

基本方向を示す「かながわ都市マスタープラン（以下

「本 プラン」という。）」を策定している。（令和３年３

月改定） 

本プランをもとに、県及び各市町は、都市計画法に

基 づ く 都 市 計 画 の 方 針 を 定 め 、 本 プ ラ ン の 内 容 を 具

体の都市づくりに反映して いくこととしている。  

 

 

「 か な が わ 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン 」 と 諸 計 画 と の 関 係  
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(ｲ) 都市づくりの基本方向と県土・都市像  

本プランでは、持続可能な県土・都市づくりを基本

方向とし、将来（ 2040 年代前半）を展望した県土・

都市像を「地域の個性を伸ばし、活力と魅力あふれる

強靭な都市  かながわ」とした。  

こ の 実 現 に 向 け て 、 人 口 減 少 社 会 の 本 格 化 や 気 候

変動による災害の頻発・激甚化、インフラの老朽化な

どの課題に対応するため、地域の実情に応じた「コン

パクト＋ネットワーク」による都市づくりや、大規模

災 害 か ら い の ち と く ら し を 守 る 都 市 づ く り な ど を 進

めることとしている。  

 

 

「 か な が わ 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン 」 に お け る 県 土 ・ 都 市 像  
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(ｳ) 線引き制度の活用  

線引き制度は、概ね 10 年後の将来人口予測のも

と、｢都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 ｣※

な ど を 都 市 計 画 に 定 め る と と も に 、 無 秩 序 な 市 街

化 を 防 止 す る た め 、 都 市 計 画 区 域 を 市 街 化 区 域 と

市 街 化 調 整 区 域 に 区 分 す る （ 以 下 ｢区 域 区 分 ｣と い

う。）もので、都市計画の根幹をなすものである。 

本県では、昭和 45 年に当初線引きを行い、平成

28 年までに７回の見直しを行っている。  

現在は、次回、第８回線引き見直しに向けて、県

の基本的な考え方である「基本的基準」を策定し、

都 市 計 画 の 案 の 作 成 に 着 手 し た と こ ろ で あ り 、 令

和７年の都市計画変更告示を目指している。  
※  「 都 市 計 画 区 域 の 整 備 、開 発 及 び 保 全 の 方 針 」と は 、都 市

計 画 の 目 標 、区 域 区 分 の 決 定 の 有 無 、及 び 当 該 区 域 区 分 を 定
め る 際 の 方 針 で あ り 、主 要 な 都 市 計 画（ 土 地 利 用 、道 路 や 公
園 等 の 都 市 施 設 の 整 備 、自 然 的 環 境 の 整 備 又 は 保 全 な ど ）の
決 定 方 針 を い う 。  

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第８回線引き見直しにおける基本的基準の主な内容】 

Ⅰ都市計画区域の整備、開発及び保全の方針等の基本方針 
○目標年次 

2035（令和 17）年とする。 

○都市計画の目標 

ア 集約型都市構造の実現に向けた都市づくり 
本格化する少子高齢化･人口減少社会に備え、引き続き、地域の実情に応じた集

約型都市構造化に向けて取組を進める。 
イ 災害からいのちと暮らしを守る都市づくり 

災害リスクの評価･分析を行い、災害リスクを踏まえた都市づくりを目指すとと
もに、土地利用の面からも防災･減災に取り組む。 

ウ 地域の個性や魅力を生かした活力ある都市づくり 
コロナを契機としたライフスタイルの多様化など、社会情勢の変化に対応し、

地域の個性･魅力を生かした活力ある都市づくりを目指す。 
エ 循環型、脱炭素型、自然共生型の都市づくり 

自然的環境を適切に整備･保全し、環境負荷の少ない、自然と共生した持続可能
で魅力ある都市づくりを目指す。 

オ 広域的な視点を踏まえた都市づくり 
都市計画区域を超える広域的な課題等については、県と市町が連携して、将来

の都市像を共有しながら対応する。 
 
Ⅱ区域区分の基準 
○市街化区域に編入できる区域 
・目標年次における人口や産業の見通し等に基づき、計画的な市街化が図られる区域 

（集約型都市構造化に資する区域に限定） 
・既に開発整備されていることなどにより、既に市街地を形成している区域 等 

○市街化調整区域に編入できる区域 

・営農が継続されることが確実な農地や傾斜地山林等の自然的環境が残された区域 
・将来的に都市的土地利用を行う見通しがない災害リスクの高い区域 等 
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(2) 地域の個性を生かした市街地の整備  

ア  計画的な宅地供給の整備  

地 域 の 特 性 に 応 じ た 良 好 な 市 街 地 整 備 に 向 け て 、 新

た に 市 街 化 す る 地 域 へ の 計 画 的 な 住 宅 地 ・ 産 業 用 地 な

どの供給や公共施設整備を促進している。  

＜施行箇所＞  

・森の里東土地区画整理事業（組合施行）  

・ツインシティ大神地区土 地区画整理事業（組合施行） 

・藤沢市北部第二（三地区 ）土地区画整理事業（市施行） 

 

イ  既成市街地の再整備に よる都市機能の更新  

都 市 機 能 が 低 下 し て い る 既 成 市 街 地 な ど に お い て 、

土 地 の 合 理 的 か つ 健 全 な 高 度 利 用 と 都 市 機 能 の 更 新 を

図るため、市街地再開発事業など を促進している。  

＜施行箇所＞  

・新綱島駅前地区第一種市 街地再開発事業（組合施行） 

・厚木駅南地区第一種市街地再開 発事業（組合施行）  

・若松町１丁目地区第一種市街地再開発事業 (組合施行） 

ほか７箇所  

市 街 地 再 整 備 の 施 行 箇 所  
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葉山公園

山北つぶらの公園

大磯城山公園

塚山公園

座間谷戸山公園

あいかわ公園

はやま三ヶ岡山緑地

辻堂海浜公園

境川遊水地公園

東高根森林公園

相模原公園

三ツ池公園

保土ケ谷公園

四季の森公園

観音崎公園

湘南海岸公園
湘南汐見台公園

茅ケ崎里山公園

津久井湖城山公園相模湖公園

おだわら諏訪の原公園

恩賜箱根公園

相模三川公園七沢森林公園

秦野戸川公園

いせはら塔の山緑地公園

城ケ島公園

(3) 都市公園などの整備・管理  

県では、都市のみどりを保全・活用するため、県立都市

公園などの整備・管理を進めている。  

ア  都市公園の整備  

県 で は 、 大 規 模 災 害 時 の 防 災 性 の 向 上 や 多 様 な レ ク

リ エ ー シ ョ ン の 場 と な る 県 立 都 市 公 園 の 整 備 を 進 め 、

現在 27 公園を開園している。  

こうした中、27 公園のうち、16 公園が開園から 30 年

以上経過し、施設の老朽化が進んでいるため、施設の 再

整 備 や 長 寿 命 化 対 策 を 中 心 に 、 公 園 整 備 に 取 り 組 ん で

いる。  

イ  都市公園の管理  

県 で は 、 指 定 管 理 者 制 度 を 導 入 し 、 公 園 利 用 者 の 安

全・安心の確保や、サービスの充実を図るなど、公園の

管理・運営に取り組んでいる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 立 都 市 公 園 位 置 図  
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２  交通基盤整備の取組について  

(1) 道路ネットワークの整備  

ア  経緯  

道路は、県民生活の利便性 向上や地域経済の活性化、

さ ら に は 災 害 時 に お け る 県 民 の 安 全 ・ 安 心 の 確 保 に も

寄与する重要な社会基盤である。  

本県では、道路部門の実施計画で ある「かながわのみ

ちづくり計画」に基づき、幹線道路ネットワークの形 成

の た め 、 国 や 高 速 道 路 会 社 が 実 施 す る 自 動 車 専 用 道 路

の 整 備 を 促 進 す る と と も に 、 そ れ ら と 一 体 と な っ て 機

能 す る イ ン タ ー チ ェ ン ジ 接 続 道 路 の 整 備 な ど に 取 り 組

んできた。  

こ う し た 中 、 圏 央 道 の 一 部 を 構 成 す る さ が み 縦 貫 道

路の全線開通をはじめ、これまで に、新東名高速道路 の

海 老 名 南 ジ ャ ン ク シ ョ ン か ら 新 秦 野 イ ン タ ー チ ェ ン ジ

間や、国道 129 号戸田交差点の立体化などが完成し、

さ が み 縦 貫 道 路 の 沿 線 市 町 で は 、 企 業 の 立 地 が 進 む な

どの効果が現れている。  

し か し 、 新 東 名 高 速 道 路 の 未 開 通 区 間 を は じ め と す

る、つながるべき道路をつ なげていくためには、引き 続

き、道路整備を進める必要がある。  

特に、国家戦略特区など３つの特区指定を受けて、国

際 競 争 力 の 強 化 に 向 け た 人 ・ モ ノ の 円 滑 な 移 動 を 確 保

す る こ と や 、 近 年 多 発 す る 災 害 へ の 対 応 力 の 強 化 を 図

る こ と は 重 要 で あ り 、 こ う し た 本 県 の 道 路 を 取 り 巻 く

状況の変化に対応するためにも、厳しい財政状況の中、

効 率 的 ・ 効 果 的 な 幹 線 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 に 取 り

組んでいる。  
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イ  自動車専用道路網の整 備〔主な路線の取組状況〕  

県 土 構 造 の 骨 格 と な る 自 動 車 専 用 道 路 網 の 整 備 を 促

進する。  

(ｱ) 新東名高速道路  

令 和 ４ 年 ４ 月 ま で に 海 老 名 南 ジ ャ ン ク シ ョ ン か ら

新 秦 野 イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 区 間 が 順 次 開 通 し 、 県 外

で は 、 令 和 ３ 年 ４ 月 ま で に 新 御 殿 場 イ ン タ ー チ ェ ン

ジ 以 西 が 順 次 開 通 し て い る 。 現 在 、 中 日 本 高 速 道 路

（株）は、残る新秦野インターチェンジから新御殿場

イ ン タ ー チ ェ ン ジ ま で の 区 間 の 整 備 に 取 り 組 ん で い

る。用地取得はほぼ完了し ており、橋梁やトンネルの

工事などを進めている。  

(ｲ) 横浜湘南道路・高速横浜環状南線（圏央道）  

新 湘 南 バ イ パ ス の 藤 沢 イ ン タ ー チ ェ ン ジ か ら 横 浜

横 須 賀 道 路 の 釜 利 谷 ジ ャ ン ク シ ョ ン ま で を 繋 ぐ 道 路

で、国と東日本高速道路（株）が整備に取り組んでい

る。用地取得は両路線ともほぼ完了しており、橋梁や

トンネルの工事などを進めている。  

(ｳ) 厚木秦野道路（国道 246 号バイパス）  

圏 央 道 の 圏 央 厚 木 イ ン タ ー チ ェ ン ジ か ら 新 東 名 高

速 道 路 の 新 秦 野 イ ン タ ー チ ェ ン ジ を 繋 ぐ 道 路 で 、 計

画延長約 29km のうち延長約 14km の区間において、

国が、用地取得や橋梁の工 事などを進めている。  

 

ウ  イ ン タ ー チ ェ ン ジ 接 続 道 路 の 整 備 〔 主 な 路 線 の 取 組

状況〕  

新 た に 整 備 さ れ る 自 動 車 専 用 道 路 へ の 円 滑 な ア ク セ

ス を 確 保 す る た め 、 イ ン タ ー チ ェ ン ジ 接 続 道 路 の 整 備

を推進する。  

(ｱ) 県道 603 号（上粕屋厚木）  

新 東 名 高 速 道 路 の 伊 勢 原 大 山 イ ン タ ー チ ェ ン ジ に

接 続 す る バ イ パ ス 道 路 で 、 令 和 元 年 ７ 月 に 一 部 区 間

が 開 通 し 、 令 和 ２ 年 ３ 月 に は イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 開

通 に 合 わ せ 、 料 金 所 に 接 続 す る 区 間 が 開 通 し た 。 現

在 、 残 る イ ン タ ー チ ェ ン ジ か ら 東 へ 向 か う 区 間 に つ

いて、道路改良工事を進めている。  
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(ｲ) 都市計画道路  横浜藤沢線〔関谷工区〕  

横浜湘南道路および高速横浜環状南線の（仮称）栄

イ ン タ ー チ ェ ン ジ ・ ジ ャ ン ク シ ョ ン へ 接 続 す る 道 路

で、６車線化の整備に取り組んでいる。用地取得は完

了し、道路改良工事を進めている。  

 

エ  交流幹線道路網の整備 〔主な路線の取組状況〕  

自動車専用道路網を補完して、地域の交流・連携を支

える幹線道路網の整備を推進する。  

(ｱ) 都市計画道路  西海岸線  

三 浦 半 島 地 域 の 交 通 の 円 滑 化 や 観 光 の 核 づ く り を

進めている「城ヶ島・三崎」へのアクセスを強化する

道路であり、地質調査や道 路設計を進めている。  

(ｲ) 都市計画道路  湘南新道  

湘 南 地 域 の 東 西 方 向 の 連 絡 を 強 化 す る と と も に 、

圏 央 道 の 寒 川 南 イ ン タ ー チ ェ ン ジ へ ア ク セ ス し 、 広

域 的 な ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 す る 道 路 で あ り 、 用 地 取

得 率 は 約 ８ 割 で 、 残 る 用 地 の 取 得 と 道 路 改 良 工 事 な

どを進めている。  

(ｳ) 県道 42 号（藤沢座間厚木）〔Ⅱ期工区〕  

県 央 地 域 の 東 西 方 向 の 連 絡 を 強 化 し 、 厚 木 市 街 地

の 渋 滞 を 緩 和 す る 外 郭 環 状 道 路 で あ り 、 用 地 取 得 率

は 約 ９ 割 で 、 残 る 用 地 の 取 得 と 橋 梁 工 事 な ど を 進 め

ている。  

(ｴ) 都市計画道路  座間南林間線  

座 間 市 中 央 部 を 東 西 に 貫 き 、 圏 央 道 の 厚 木 パ ー キ

ン グ エ リ ア ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ へ の 円 滑 な ア

ク セ ス を 確 保 す る 道 路 で あ り 、 用 地 調 査 を 進 め て い

る。  

(ｵ) 都市計画道路  金子開成和田河原線  

足 柄 地 域 の 東 西 方 向 の 連 絡 を 強 化 し 、 東 名 高 速 道

路 の 大 井 松 田 イ ン タ ー チ ェ ン ジ へ の 円 滑 な ア ク セ ス

を確保する道路であり、用地取得率は約８割で、残る

用地の取得と道路改良工事を進めている。  
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(ｶ) 都市計画道路  城山多古線  

小 田 原 市 中 心 部 へ の ア ク セ ス を 強 化 し 、 県 西 地 域

の交流・連携を支える道路であり、用地取得率は約９

割 で 、 残 る 用 地 の 取 得 と ト ン ネ ル 工 事 な ど を 進 め て

いる。  

 

オ  今後の取組  

県内では、自動車専用道路 網の整備などにより、移動

性 の 向 上 や 渋 滞 の 改 善 が 図 ら れ 、 観 光 振 興 や 企 業 活 動

の 活 性 化 な ど の 大 き な ス ト ッ ク 効 果 が 現 れ 始 め て い

る。  

活 力 と 魅 力 あ る 神 奈 川 を 実 現 す る た め に は 、 幹 線 道

路 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 が 大 き な 役 割 を 担 う こ と か ら 、

引き続き、「かながわのみちづくり計画」に基づき、整

備を推進していく。  
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＜ 自 動 車 専 用 道 路 網 の 整 備 ＞  

 

＜ イ ン タ ー チ ェ ン ジ 接 続 道 路 、 交 流 幹 線 道 路 網 の 整 備 (主 な 路 線 )＞  

参  考  
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(2) 鉄道ネットワークの整備  

ア  経緯  

本 県 に お け る 交 通 施 策 の 基 本 的 な 方 向 を 示 す 「 か な

がわ交通計画」では、道路ネットワークとともに、鉄道

ネ ッ ト ワ ー ク を 充 実 さ せ る こ と で 、 県 内 外 の 地 域 間 の

連携強化や、利便性、快適性の向上などを図ることと し

ている。  

こ の う ち 、 全 国 と の 交 流 連 携 の 強 化 を 図 る も の と し

て、リニア中央新幹線の整備促進 や、寒川町倉見地区 へ

の 東 海 道 新 幹 線 新 駅 の 誘 致 に 取 り 組 ん で お り 、 本 県 の

新 た な 交 流 連 携 の 窓 口 と し て 、 リ ニ ア 中 央 新 幹 線 県 内

駅（橋本駅周辺）を核とする「北のゲート」と、東海 道

新幹線新駅を核とする「南のゲー ト」の形成に向けた 取

組が進められている。  

このほか、通勤・通学時の混雑緩和、速達性の向上、

新 幹 線 へ の ア ク セ ス 強 化 な ど の た め 、 鉄 道 網 の 整 備 を

促 進 し て お り 、 こ れ ま で に 横 浜 市 営 地 下 鉄 グ リ ー ン ラ

インの開業や、東急東横線・東急田園都市線の一部区 間

の複々線化が実現され、令和５年 ３月には、神奈川東 部

方面線が開業する予定である。  

な お 、 東 京 圏 に お け る 都 市 鉄 道 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備

は 、 こ れ ま で 国 の 審 議 会 の 答 申 に 沿 う 形 で 進 め ら れ て

きており、平成 28 年４月に、「東京圏における今後の

都市鉄道のあり方」について、新たな答申（交通政策審

議会答申第 198 号）が示され、本県から交通政策審議

会 に 対 し 提 案 し た 路 線 が 、 全 て 盛 り 込 ま れ た と こ ろ で

ある。  
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イ  主な取組  

(ｱ) 新幹線の整備（南北のゲートの形成）  

ａ  リニア中央新幹線の建設促進（事業中）  

令和９年の品川・名古屋間開業に向けて、事業 が

進められており、本県にお いても、相模原市内では

沿 線 の 中 間 駅 で 唯 一 の 地 下 駅 と な る 神 奈 川 県 駅 で

掘 削 工 事 が 本 格 化 し て い る ほ か 、 川 崎 市 内 に お い

て は 、 今 年 度 末 に は 大 深 度 地 下 の シ ー ル ド ト ン ネ

ル の 掘 削 が 開 始 さ れ る な ど 、 着 実 に 事 業 進 捗 が 図

られている。今後も、県、県内全市町村、経済団体

で 構 成 す る 「 リ ニ ア 中 央 新 幹 線 建 設 促 進 神 奈 川 県

期成同盟会」を通じて、ＪＲ東海や国等に対し、早

期 完 成 に 向 け た 要 望 活 動 を 行 う と と も に 、 地 元 に

対 し て 十 分 な 情 報 提 供 や 丁 寧 な 対 応 を 図 る よ う 、

ＪＲ東海に求めていく。  

ま た 、 リ ニ ア 中 央 新 幹 線 県 内 駅 が 設 置 さ れ る 橋

本 駅 周 辺 地 区 で は 、 魅 力 あ る ま ち づ く り の 実 現 に

向 け 、 ま ち づ く り の 主 体 で あ る 地 元 相 模 原 市 に 対

し技術的助言などの支援を行っている。  

さ ら に 、 リ ニ ア 中 央 新 幹 線 の 建 設 促 進 を 図 る た

め、ＪＲ東海から受託して いる用地取得業務を、相

模原市と連携しながら進めている。  

ｂ  東海道新幹線新駅の誘致  

県、関係市町、経済団体等で構成する「神奈川県  

東海道新幹線新駅設置促進期成同盟会」を通じて、

Ｊ Ｒ 東 海 や 国 等 に 対 し 、 新 駅 誘 致 に 向 け た 要 望 活

動を行っている。  

ま た 、 新 駅 の 受 け 皿 と な る ツ イ ン シ テ ィ を は じ

め 、 地 域 の 魅 力 あ る ま ち づ く り の 取 組 を 進 め て い

る。  
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(ｲ) その他の鉄道網の整備〔主な路線の取組状況〕  

ａ  ＪＲ相模線の複線化  

現 在 単 線 で あ る 茅 ケ 崎 駅 か ら 橋 本 駅 ま で の 間 を

複線化する計画で、「北のゲート」と「南のゲート」

の連携強化が期待される。  

県、沿線市町、経済団体で構成する「相模線複線

化等促進期成同盟会」を通じて、ＪＲ東日本や国等

に 対 し 、 複 線 化 等 の 早 期 実 現 に 向 け た 要 望 活 動 を

行っている。  

また、平成 28 年３月に設立した「相模線沿線活

性化協議会」を通じて、県、沿線市町、経済団体と

Ｊ Ｒ 東 日 本 が 連 携 し 、 相 模 線 と 沿 線 地 域 の 活 性 化

を 目 的 と し た 、 相 模 線 の 利 用 促 進 に 取 り 組 ん で い

る。  

ｂ  相鉄いずみ野線の延伸  

相 鉄 い ず み 野 線 の 湘 南 台 駅 か ら 東 海 道 新 幹 線 新

駅 を 誘 致 し て い る 寒 川 町 倉 見 地 区 ま で 延 伸 を 行 う

計画で、県央部と、横浜市中心部や都心部とのアク

セス利便性の向上が期待される。  

先 行 区 間 と し て 、 湘 南 台 駅 か ら 慶 應 義 塾 大 学 湘

南 藤沢キャンパス付近までの延伸を目指すこととして

いる。 

県、関係自治体、相模鉄道、慶應義塾大学等が連

携し、実現に向けた検討に取り組んでいる。  

ｃ  神奈川東部方面線整備 事業（令和５年３月開業） 

相 鉄 線 の 西 谷 駅 と 、 羽 沢 横 浜 国 大 駅 を 経 由 し Ｊ

Ｒ 東 海 道 貨 物 線 横 浜 羽 沢 駅 付 近 を 結 ぶ 相 鉄 ・ Ｊ Ｒ

直 通 線 と 、 羽 沢 横 浜 国 大 駅 と 東 急 線 の 日 吉 駅 を 結

ぶ相鉄・東急直通線で構成され、相鉄線とＪＲ線・

東急線が相互に乗り入れする計画である。  

このうち、相鉄・ＪＲ直通線は、令和元年 11 月

30 日に開業し、残る相鉄・東急直通線は、令和５

年３月 18 日に開業する予定である。  
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県は、県央部や横浜市西部から、東京都心部へ の

速 達 性 の 向 上 な ど が 期 待 さ れ る こ と か ら 「 都 市 鉄

道等利便増進法」に基づき 、整備主体である独立行

政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構に対し、国

や横浜市と協調し、建設費 の補助を行っている。  

ｄ  村岡新駅（仮称）の設置（事業中）  

東 海 道 本 線 の 大 船 駅 ・ 藤 沢 駅 間 の 藤 沢 市 村 岡 地

区に、新駅を設置し、併せて、周辺の藤沢市村岡地

区と鎌倉市深沢地区では、県、藤沢市及び鎌倉市に

よ り 一 体 的 な ま ち づ く り に 向 け た 取 組 を 進 め て い

る。  

令和４年３月に、県、藤沢市、鎌倉市とＪＲ東日

本の４者で新駅設置に係る 基本協定を締結した。  

令 和 ４ 年 度 か ら ５ 年 度 の ２ か 年 で 、 新 駅 の 詳 細

設計を実施している。  

 

ウ  今後の取組  

南 北 ２ つ の ゲ ー ト に つ い て は 、 駅 設 置 が 前 提 と な る

ことから、引き続き、期成同盟会を通じてＪＲ東海や 国

に対し、早期実現を働きかけるとともに、周辺のまち づ

くりに向けて、関係市町と 連携した取組を進めていく。 

そ の 他 の 鉄 道 網 の 整 備 に つ い て は 、 事 業 性 の 確 保 な

どの課題の整理・検討に、関係自治体や鉄道事業者な ど

と連携して取り組むとともに、国に対しては、公的支 援

の拡大等について働きかけを行っていく。  
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「 北 の ゲ ー ト 」「南 の ゲ ー ト 」及 び 交 通 政 策 審 議 会 答 申 第 19 8 号 の 神 奈 川 県 の 路

線 等 を 示 し た も の  

 

 

参  考  


